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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
非
法
律
婚
の
保
護

は
じ
め
に

リ カ に お け る非法律婚の保護

精
神
的
損
害
に
対
す
る
損
害
賠
償

ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
損
害
賠
償

四

む
す
び
に
か
え
て

は
じ
め
に

アメ

わ
れ
わ
れ
は
、
「
家
族
法
に
お
け
る
自
己
決
定
権
、
叶
『
σ

(
1
)
 

冨
向
ロ
由
民
刊
を
素
材
と
し
て
」
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
同
性
婚
の
現
状
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。
小
稿
で
は
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
た
問
題
の
う
ち
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、

mw
回
同
H
O
i
ω
何
阿

ゲ
イ
も
し
く
は
レ
ズ
ピ
ア
ン
で
あ
る
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
精
神
的

損
害
(
巾
自

O昨

HOE-FRE)
ま
た
は
配
偶
者
権
の
喪
失

(HD回
目
白
同

g
ロ
g
Z
E出
)
を
請
求
し

う
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

非
法
律
婚
は
、
法
律
婚
と
は
異
な
り
、
法
的
な
保
障
を
受
け
る
こ
と
を
自
ら
放
棄
し
て
い

る
の
だ
か
ら
法
的
保
護
を
与
え
る
必
要
は
な
い
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

前
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
家
族
法
は
、
特
定
の
家
族
像
を
基
準
に
し
た
社
会
形
態
を
強
制

慰
謝
料
請
求
権
を
め
ぐ
つ

て

、、，
E
E
E
d
 

，，r
 

i字

島

ロハド
白
民

子

田

中

す
る
も
の
で
は
な
く
、
家
族
に
お
け
る
個
人
の
自
律
を
高
め
、
私
生
活
に
お
け
る
自
己
実
現
を
保

障
す
る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
自
己
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
自

分
で
決
定
す
る
(
自
己
決
定
)
と
い
う
こ
と
を
認
容
し
、
そ
れ
を
保
障
す
る
こ
と
が
新
し
い
家
族

法
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
家
族
法
学
だ
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
、
と
い
え
よ

(
2
)
 

ぅ
。
た
と
え
、
非
法
律
婚
と
い
え
ど
も
、
法
的
保
障
を
与
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
よ
う
。

同
性
愛
婚
と
よ
ば
れ
る
性
的
結
合
体
に
つ
い
て
も
、
み
ぎ
と
同
様
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
愛
の
形
を
選
ぶ
こ
と
も
個
人
の
自
由
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
保
護
す
べ
き
で
は
な
か

1 -

ろ
う
か
。

小
稿
で
は
、
ま
ず
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
精
神
的
損
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
制

度
を
紹
介
し
、
つ
ぎ
に
、
向
性
愛
婚
を
し
て
い
る
一
方
が
第
三
者
か
ら
不
法
行
為
に
よ
る
権
利
侵

害
を
・
づ
け
た
場
合
に
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
不
法
行
為
者
に
、
被
害
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
損
害
賠
償
を
講
求
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
。

(
1
}
 
小
島
二
郎
・
田
中
淳
子
「
家
族
法
に
お
け
る
自
己
決
定
権
司
百
印
目
日
ー
宮
沢
玄
ω
ヨω常
を
素

材
と
し
て
」
愛
知
工
業
大
学
研
究
報
告
二
九
号
五
七
頁
以
下
(
一
九
九
四
年
)
。

{
2
)

小
島
・
田
中
・
前
出
注

(
1
)
六
三
頁
、
二
宮
周
平
『
事
実
婚
の
現
代
的
課
題
』
二
八
五
頁
(
日
本
評
論

社
・
一
九
九
O
年)。



精
神
的
損
害
に
対
す
る
損
害
賠
償

従
来
、
ア
メ
リ
カ
法
で
は
、
あ
る
人
が
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
遺
族
は
、
金
銭
的
損
失
の

み
、
お
も
に
被
害
者
が
な
し
て
い
た
扶
養
固
所
得
・
労
務
の
喪
失

(HDω

由
。
片
田
口
冨
】

O
F

Mar司 1995

E
口
出
口
向
。
少
釦
口
一
仏

R
2
M円
巾
)
な
ど
に
つ
い
て
賠
償
さ
れ
る
に
過
ぎ
ず
(
市

2
5
5
H
d『

F
O
E

河
己
巾
)
、
被
害
者
と
遺
族
の
家
族
関
係
に
お
け
る
精
神
的
側
面
に
つ
い
て
は
損
害
賠
償
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
を
承
継
し
た
制
度
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に

VoI. 30~A ， 

お
い
て
は
、
コ
モ
ン
・
ロ

1
上
、
人
を
死
亡
さ
せ
る
こ
と
自
体
は
不
法
行
為
責
任
を
構
成
し
な

か
っ
た
し
、
人
の
死
後
に
訴
権
が
残
存
す
る
こ
と
も
認
め
な
か
っ
た
の
で
、
遺
族
は
、
加
害
者
に

損
害
賠
償
請
求
権
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
不
合
理
を
是
正
す
る
た
め

平成 7年，

一
八
四
六
年
に
遺
族
固
有
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
認
め
た
い
わ
ゆ
る
「
キ
ャ
ン
ベ
ル
卿
法

一
九
三
四
年
に
死
亡
被
害
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
が
死
亡
後

(FO与
の
同
目
立
河
口
・
ω
〉
口
仲
)
」
が
、

に
も
存
続
す
る
こ
と
を
認
め
た
「
法
改
正
(
諸
規
定
)
法
(
宮
当
初
。
守
口
出
(
露
目
何
回
目
g
5

(
3
)
 

p-oiaoE)
〉
巳
)
」
が
制
定
さ
れ
た
o

そ
し
て
、
判
例
法
上
、
死
亡
に
基
づ
く
損
害
賠
償
は
金

(
4
)
 

銭
的
損
失
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
法
理
(
同

U2ロ
自
民
吋
宮
田
ω
河
己
巴
が
確
立
し
た
。
そ
れ
ら
の

原
則
が
ア
メ
リ
カ
法
に
も
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る

G
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(
5
)
 

み
ぎ
に
述
べ
た
歴
史
的
経
過
か
ら
、
感
情
的
な
権
利
侵
害
は
、
救
済
さ
れ
な
か
っ
た
。
被
告
(
加

害
者
)
の
過
失
に
よ
っ
て
精
神
的
侵
害
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
判
決
は
、
権
利
の
回

(
6
)
 

復
を
否
定
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
若
干
の
判
決
は
、
精
神
的
苦
痛
が
明
確
で
あ
る
場
合
に
、

(
7
)
 

損
害
賠
償
を
認
め
た
。
実
際
、
い
く
つ
か
の
事
例
に
お
い
て
、
判
決
は
、
被
告
の
行
為
が
、
た
と

え
第
三
者
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
原
告
に
対
す
る
精
神
的
損
害
を
引
き
起
こ
し
た
場

(
8
)
 

場
合
に
、
原
告
に
損
害
賠
償
を
認
め
て
い
る
。
通
常
、
そ
の
よ
う
な
訴
訟
に
お
け
る
回
復
は
、
精

神
的
損
害
を
合
理
的
に
予
見
す
る
た
め
に
も
、
事
故
で
訴
え
ら
れ
た
被
告
に
知
ら
れ
て
い
る
原
告

(
9
)
 

に
制
限
さ
れ
る
。
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
判
決
が
近
親
家
族
(
同
日
目
丘
E
R

岡
山
日
々
)
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
近
親
家
族
の
範
囲
を
越
え
た
人
々
に
も
同
様
に

70 

(
川
)

判
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
過
失
に
よ
る
不
法
行
為
の
直
接
の
被
害
者
で
は
な
い

が
、
被
害
者
と
「
十
分
に
密
接
な
関
係
」
(
コ
由
民
自
口
お
ロ
己
可
己

O由何一
-HOECDロ印
z
t
に
あ
る
原

告
は
、
精
神
的
損
害
(
巾

g
o
C
O
B
-
v
R自
)
ま
た
は
配
偶
者
権
の
喪
失

(
H
O
E
D
P
oロ
g
E
E巴

を
請
求
し
う
る
と
し
て
い
る
。

以
下
で
は
、
配
偶
者
が
第
三
者
の
侵
害
行
為
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
場
合
に
、
非
金
銭
的
損
害
賠

償
請
求
権
が
存
在
す
る
か
、
さ
ら
に
は
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
な
い
(
事
実
婚
)
夫
婦
に
は
、
同

様
の
権
利
が
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
。
前
者
に
関
す
る
事
件
は
、
関
門
D
E
ω

仰
ぐ
・

。円同

HH日
戸

Hω
吋
の
白

H-
見
匂
町
田
∞
⑦

ω{HC吋
ぶ
を
、
後
者
に
関
す
る
事
件
は
、
出
巳
】
一
口
口
町
ぐ
-
d
ロ
片
付
仏

堕
伊
丹

2
・
品
∞
吋
司
・
同
山
口

E
Y
H
O吋∞
{HC∞
O)
を
紹
介
す
る
。

関門

DERJH-
。
円
丸
岡
田
日
・
同

ω吋
の
色

-m匂
昨
・
∞
∞

ω{HC吋吋)・

被
上
訴
人
(
原
告

)
p
a
g
E即
日
月
は
、
車
を
路
上
に
駐
車
し
、
運
転

〔
事
実
の
概
要
〕

席
に
被
上
訴
人
(
原
告
)
回
巾
与
日
出
回
ロ
司
自
認
を
残
し
、
妻
円

E
S
Z任
と
彼
ら
の
隣
人
で
あ
る

被
上
訴
人
(
原
告

)J15w一
山
富
田
区
日
ロ

2
は
食
料
雑
貨
庖
に
出
か
け
た
。
彼
ら
が
自
動
車
に
一
戻
り
、

パ
ツ
ク
シ

l
卜
に
座
り
ド
ア
を
閉
め
た
と
こ
ろ
へ
、
上
訴
人
(
被
告
)
の
円
同
町
田
自
の
運
転
す
る
自

一 2-

動
車
が
被
上
訴
人
(
原
告
)
切
σ
品
目
昆
ロ
阿
内
自
己
開
の
車
に
衝
突
し
た
。
こ
の
事
故
に
よ
っ
て
、
妻

臣
E
Z笹
原

0
5ゅ
は
死
亡
し
、
そ
の
夫
で
あ
る
被
上
訴
人
(
原
告
)
切
作
品

R
Eロ
司

2
2、
彼

ら
の
隣
人
で
あ
る
被
上
訴
人
(
原
告
)
話
口

Mg呂田同門凶
5
2
は
負
傷
し
た
。

そ
こ
で
、
被
上
訴
人
(
原
告

)
F
E月
ら
面
白
官

E
口
町
ccω
巾
、
五
人
の
H
P
・

2
2の
子
、

お
よ
び
〈

g
w巴
出
色
岳
ロ
ミ
)
は
、
人
身
被
害

J
R
g口出
HHHdg同
ち
、
精
神
的
苦
痛

Z
S
D
E
D口弘

E
P
B
m
)
お
よ
び
不
法
死
亡
(
詩
自
主

E向
島
)
を
理
由
と
し
て
上
訴
人
(
被
告

)
P島
田
自

に
対
し
て
、
訴
訟
を
提
起
し
た
。

上
訴
人
(
被
告

)
ο
E
H
S
E
は
、
法
的
責
任

emwげ
島
司
〉
を
認
め
た
。
そ
こ
で
、
陪
審
は
、
損

害
賠
償
額
の
問
題
に
制
限
し
た
。
陪
審
に
対
す
る
証
拠
資
料
お
よ
び
訴
訟
指
揮
上
の
命
令
は
、
被

上
訴
人
(
原
告

)
F
D戸
月
ら
の
た
め
に
、
っ
さ
に
示
す
よ
う
な
種
々
の
財
産
回
復

(
5
8
5
q
)

の
理
論
を
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
被
上
訴
人
(
原
告

)
F
a同
E
口
町

2
2お
よ
び
五
人
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の
子
に
対
す
る
不
法
死
亡
(
司
g
m
E
P
巳
巴
に
基
づ
く
損
害
、
②
被
上
訴
人
(
原
告
)

切
叩
H
4
回
目
宮
町
O
ロ
田
刊
が
被
っ
た
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
侵
害
に
対
す
る
損
害
、
お
よ
び
③
被
上

訴
人
(
原
告
)
富
包
5
0
4
が
被
っ
た
人
身
侵
害
に
対
す
る
損
害
、
な
ど
で
あ
る
。

リカにおける非法律婚の保護

倍
審
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
決
し
た
。
被
上
訴
人
(
原
告
)
回
目
畠
自
民
ロ
閃
B
回
目
。
お
よ
び
そ

の
子
た
ち
は
、
妻
悶
H
H
E
Z
任
の
不
法
死
亡
g
g
口
事
件
骨
同
仔
)
に
対
し
総
額
三

O
万
ド
ル
の

賠
償
を
、
さ
ら
に
被
上
訴
人
(
原
告
)
回
2
品
目
語
口
町
o
ロ
自
は
人
身
被
害
お
よ
び
精
神
的
苦
痛

に
基
づ
き
五
万
二

0
0
0ド
ル
の
賠
償
を
認
め
ら
れ
た
。
被
上
訴
人
(
原
告
〉
E
M
阿
倍
ロ
ヨ
は
、
人

身
被
害
に
基
づ
き
九
万
ド
ル
の
賠
償
を
認
め
ら
れ
た
。
原
審
は
、
新
た
な
事
実
審
の
審
理
の
た
め

の
被
告
の
申
立
(
E
o
c
o
巴
を
否
定
し
た
。

そ
こ
で
、
上
訴
人
(
被
告
)
ο
E
F
M
H
自
は
、

つ
ぎ
よ
う
な
理
由
で
ω
ロ
官
・
巾
自
ゅ
の
O
ロ
ユ
O同

被
上
訴
人
(
原
告
)
用
品
問
思
ロ
司
自
国
内
が
い

わ
ゆ
る
配
偶
者
権
(
判
決
で
は
、
A
g
o
-
g
g
M
U
R
M
M
D
ロ
凹
E
ヲ
ロ
O
ロ
ザ
民
唱
え
伊
口
位
。
ロ
目
。
丘
四
空

白
O
F
2
2
E
O
岡
田
Z
石
M
M
o
-
-
B
a
g
u『
H
O
B
o
r
a
o
ヨ
ロ
g
仲
良
忠
臣
巴
B
F
C
O
ロ
凹
・
:
=
と

表
現
さ
れ
て
い
る
)
を
理
由
に
不
法
死
亡
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
認
め
た
陪
審
の
決
定
、
②

。
弘
同
o
E
同
に
上
訴
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①

被
上
訴
人
(
原
告
)
町
O
口
忠
ら
が
を
理
由
に
不
法
死
亡
に
よ
る
損
害
賠
償
請
を
請
求
し
う
る
と

認
め
た
陪
審
の
決
定
な
ど
に
は
、
過
ち
が
あ
る
と
し
た
。

アメ

一
部
差
戻
。
上
訴
人
は
、
第
一
に
、
不
法
死
亡
(
耳
8
も
M
H
骨
巳
巴

に
よ
る
損
害
賠
償
は
「
金
銭
的
損
害
(
宮
口
口
昆
由
々
島
問
自
防
相
官
印
)
」
に
限
定
さ
れ
る
、
と
主
張
し

た
。
切
石
H
O
一
日
刊
の
O
ロ
且
O
B
長
O
B
同
は
、
こ
の
異
議
申
立
を
却
下
し
た
。
確
か
に
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
で
は
、
先
例
の
多
く
が
不
法
死
亡
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
範
囲
を
金
銭
的
損
害
に

(
日
)

限
定
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
比
較
的
早
く
か
ら
、
被
害
者
の
=
血
o
a
巾
q
g
足
。
江
自
色

(ロ)

胃
o
g
口
位
。
ロ
=
の
損
失
を
回
復
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
判
決
も
存
在
す
る
。
「
こ
れ
ら
の

〔
判
旨
〕

一
部
棄
却
、

事
件
は
、
も
し
損
害
賠
償
額
が
本
当
に
「
金
銭
的
」
損
失
q
R
E
E
q
円
四
回
目
晶
叩
由
)
に
制
限
さ

れ
る
な
ら
ば
、
財
産
回
復
(
同
2
0
4
2
司
)
は
、
し
ば
し
ば
相
続
人
が
そ
の
よ
う
な
損
失
を
証
明
す

る
能
力
を
持
た
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
示
唆
し
て
い
る
。
子
供
、

祖
父
母
ま
た
は
働
い
て
い
な
い
配
偶
者
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
家
族
に
対
す
る
正
確
な
収
入
を
は

か
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
疑
い
な
く
、
そ
の
よ
う
な
人
の
死
亡
は
、
実
質
的
な
「
侵
害
」

(
悶
)

(
H
H
4
ロ
ミ
)
を
意
味
す
る
。
ま
さ
に
保
障
が
支
払
わ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
o

し
た
が
っ
て
、
「
非
金

銭
的
」
損
失
は
被
上
訴
人
(
原
告
)
切
巾
品
目
巳
口
問
百
戸
認
に
よ
っ
て
請
求
さ
れ
る
損
害
賠
償
の
範

囲
に
含
ま
れ
る
。

上
訴
理
由
の
第
二
点
は
、
不
法
死
亡
訴
訟
(
当
ロ
ロ
也
比
仏
B
P
R
E
D
ロ
)
に
お
い
て
、
被
上

訴
人
(
原
告
)
聞
o
c
a
ら
が
精
神
的
損
害
(
目
g
E
E弘
2
5
位
。
口
弘
島
田
町
冊
目
白
)
に
よ
る
損

害
賠
償
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
違
法
が
あ
る
、
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
。
「
被
上
訴
人
(
原
告
)

町
O
口
語
ら
の
多
額
の
損
害
賠
償
を
せ
よ
(
三

O
万
ド
ル
)
と
い
う
評
決
(
4
R
&
♀
)
は
、
被
害

者
の
権
利
侵
害
、
そ
の
よ
い
性
格
、
被
害
者
の
家
族
と
の
己
O
R
B
-
同
位
O
B
E
一
切
と
い
う
観
点
か

ら
、
彼
ら
の
悲
嘆
と
苦
し
み
に
対
す
る
実
質
的
な
判
断
を
含
ん
で
い
る

0

・
:
:
わ
れ
わ
れ
は
、
・
:

そ
の
よ
う
な
訴
訟
に
お
い
て
、
悲
嘆
と
悲
し
み
が
回
復
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ

3 

ば
な
ら
な
い
。
:
:
・
わ
れ
わ
れ
は
、
不
法
死
亡
の
評
決
(
4
2
&
口
巴
は
取
消
す
べ
き
で
あ
る
と
判

断
し
た
の
で
、
誤
審
は
回
収
庇
あ
る
証
拠
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
い
う
上
訴
人
(
被
告
)
の
争
点
を
認

(
M
)
 

め
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
評
決
は
、
誤
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
そ
の
部
分
を
差
し
戻
し
た
。

回
出
回
O
口
H
H
4
・
d
g
宮
内
凶
ω
仲
田
仲
2
・
8
J
可
司
・
ω
ロ
匂
一
司
・
H
O
U
1
∞{巴∞
O)・

〔
事
実
の
概
要
〕
原
告
U
E
仏
関
・
回
品
目
F
は
、
ス
キ
ュ
ー
バ

l
・
ダ
イ
ビ
ン
グ
中
に
怪
我

を
し
た
。
そ
こ
で
、
原
告
口
同
三
仏
何
回
己
H
S
F
と
原
告
別
&
岳
司
・
回
己
H
O
口
宮
は
、
原
告
口
同
丘
ι

阿
内
・
回
出
口
口
『
が
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
ヲ
比
四
E
H
寸
O
H
A
Q
a
自
由
〉
♀
お
よ
び
ω
E
Z
E

〉
民

E
E
H
q
k
r
b
仲
に
基
づ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
相
手
ど
り
提
訴
し
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

は
、
円

e
p円
切
巳
-
o
口
『
の
配
偶
者
権
の
喪
失
(
H
0
2
0同
8
5
0
a
z
g
)
を
理
由
と
し
て
、

司
巾
門
同
母
国
H
J
円
。
ユ
白
血
回
目
白
〉
♀
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
た
訴
訟
に
お
い
て
、
却
下
を

申
し
立
て
た
。

〔
判
旨
〕

棄
却
。
盟
国
E
口
件
。
。
口
比
の
国
母
0
5
-
P
〉
口
宮
日
目
判
事
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
判

Z
巾
当
F
M
R
認
可
E
司
の
下
で
は
、
配
偶
者
(
田
℃
O
ロ
由
。
)
と
同
様
の
形

示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①



式
の
損
害
を
被
っ
た
伺
棲
者

(
g
F戸
Z
S昆
)
は
、
配
偶
者
権
の
喪
失

(
H
0
8
0
p
o
E
R
t
z
E
)

を
理
由
と
し
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
棲
し
て
い
る
男
性
が
事
故
に
よ
っ
て
イ

ン
ポ
テ
ン
ツ
に
な
っ
た
場
合
に
、
同
棲
の
相
手
で
あ
る
女
性
は
、
司
角
川
仏
角
田
同
吋
D
ユ
ロ
曲
目
白
ω
〉口昨

の
下
に
お
け
る
配
偶
者
権
の
喪
失

(
H
0
2
0同
g
ロ印
O
E己
目
)
を
回
復
す
る
訴
訟
を
維
持
す
る
権

Mar. 1995 

利
が
あ
る
。
そ
し
て
、
②

事
故
の
と
き
原
告
。
立
与
何
回
口
出
O
岳
と
原
告

E
B司
切
島
一
O
口『

は
同
棲
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
の
で
、
ロ
宮
町
時
口
件
。
口
戸
ユ
は
、
原
告
肘
岳
民
H

匂

切口
-
H
S
F
の
提
起
し
た
配
偶
者
権
の
喪
失

(
H
D
S
止
の
Oロ
g
E
E
E
)
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償

平成 7年， VoI.30-A， 

請
求
権
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

四

み
さ
に
お
い
て
は
、
配
偶
者
が
第
三
者
の
権
利
侵
害
に
よ
っ
て
損
害
を
生
じ
た
場
合
に
、

他
方
配
偶
者
は
第
三
者
に
対
し
て
精
神
的
損
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
か
と
い
う
問

題
を
検
討
し
た
。
第
一
に
取
り
上
げ
た
回
d
E
2
ぐ・

0
E
H
E
E
E吋
の
巳
・
初
旬
昨
HJ
∞∞
ω
(
H
C吋
吋
)

は
、
配
偶
者
が
第
三
者
の
引
き
起
こ
し
た
交
通
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
場
合
に
、
①

人
身
損

害
に
よ
る
損
害
賠
償
の
範
囲
は
、
金
銭
に
見
積
り
え
な
い
損
害
、
い
わ
ゆ
る
「
非
金
銭
的
」
損
害

愛知工業大学研究報告，第30号A，

を
も
含
む
こ
と
、
②

被
害
者
の
近
親
に
対
す
る
精
神
的
損
害
に
対
す
る
賠
償
の
範
囲
、
を
判
示

し
た
。一

方
、
第
二
の
切
己
HO口
町
ぐ
-
C旦
宮
内
凶

gmw序
回
A
F

∞
吋
匂
・

ωロ
MUHYHO吋
∞
(
巴
∞
。
)
は
、
配
偶
者

(由旬。ロ
ω叩
)
と
同
様
の
形
式
の
損
害
を
被
っ
た
同
棲
者
(
円
。
町
田
E
S
E
)
は
、
喪
失

(HDωωD同

8
5
R
t
g巴
を
理
由
と
し
て
訴
え
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
み
さ
に
述

べ
た
問
題
を
、
法
律
婚
だ
け
で
は
な
く
、
非
法
律
婚
に
も
適
用
を
し
た
判
決
と
い
え
よ
う
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
配
偶
者
が
第
三
者
の
権

利
侵
害
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
配
偶
者
は
、
己
口
回
目

H
m
U
H
H
8
5弓
に
基
づ
き
、
精
神

(
日
)

的
損
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
が
で
き
る
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
精
神
的
鎮
害
に
対
す
る
損

害
賠
償
は
、
法
律
婚
の
み
な
ら
ず
、
非
法
律
婚
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
非
法
律
婚
に
も
精
神
的
損
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
が
で
き
る
と
い
う
な
ら
ば
、
い
わ
ゆ

る
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
と
か
レ
ズ
ビ
ア
ン
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
婚
姻

68 

の
有
無
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
現
実
の
共
同
生
活
が
存
在
す
る
こ
と
を
根
拠
に
、
法
的
保
護
を
考
え
る

と
す
れ
ば
、
性
の
相
違
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
の
共
同
生
活
の
保
護
を
考
え
る
こ
と
に
な
る

(

国

)

か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
問
題
を
検
討
し
よ
う
。

(
S
〉
口
@
「
o
E
の釦白一切『のロ
.ω
〉

n
F
H∞品
d
u
骨

HO
〈
片
汁
〈
UFU(凶円、
ω耳
同
氏
。
門
田
(
目
Z
Z出
回
目
。
戸
ω

p
o
i且
oロ
ω)
〉
♀

HU臼
hrM品骨
M
m
c
g
m・
の
町
古

〈

4
〉
以
上
の
記
述
は
、
岡
本
友
子
「
不
法
行
為
に
よ
る
死
亡
事
件
に
お
け
る
損
害
賠
償
の
内
容
に
関
す
る
こ
っ

の
判
決
」
ア
メ
リ
カ
法
一
九
八
八
年
I

一
八
八
頁
(
一
九
八
八
年
三
同
「
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
幼
児
の
生
命
侵

呈
ロ
に
基
づ
く
損
害
賠
償
日
UREH回目司

τ自
河
口
げ
の
展
開
と
そ
の
問
題
点

(
1
)
・
(
2
・
完
〕
」
六
甲
台
論
集

三
回
巻
三
号
二
ハ
三
頁
、
一
ニ
五
巻
一
号
三
四
頁
(
一
九
八
七
年
1
一
九
八
八
年
)
を
参
照
し
た
。

《

5
V
以
下
の
記
述
は
、
お
も
に

d
w
o
n
S
O
B
え
9
0
図
』
〈
〉
河
口

E
J司
月
間
ヨ
問
巧
=
印
O
E
m
L
Oユg
E世
Oロ

自己

p
o
U者一一戸
C
を
参
照
し
た

円自

)
E
O印
印
刷
一
河
待
問
拘
留
d
z
o
z
国
向

E
J司
O『
d
d
R
U
由
。
。
白
鳥
且
臼
dH

4 -

円7
〉
印
2
5
4
印
の
の
む
-mw丹
由
品
「
法
律
は
、
(
精
神
的
損
害

(σ
目
o
t
oロ
色
『
司
自
)
に
対
し
て
)
責
任
を

認
め
る
方
向
へ
移
行
す
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
権
利
の
回
復
は
明
ら
か
に
暴
力
行

為
が
極
め
て
極
端
な
場
合
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
何
等
か
の
恐
怖
も
し
く
は

シ
ョ
ッ
ク
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
で
あ
る
」
0
5
且
由
由

E( 
'" a Q. '-' 

S た
戸と
区え
日 1;1
司、

区伊
c 長
日ぐ

'" '-< 
6 円

25 
口

出
町コ 】

昨日

'" g ~ 
g E 
(Jつ'"s- SQ 
ι 凶

可可
ぐ立

~ si 
ω~ 

ωF一、
トJ

hコ(CJ
U 叶

由主E

ZE 
'" 0 ι 口
σ<:  
o司
!:: h .s;: ifg: 

5 3 

HU
∞D)
など。

(
自
)
た
と
え
ば
、
因
。
。
口
町
〈
問
。
犀
u
円

-
m
u
o
z。
』
司
市
旧
自
由
・

ωz-何
日
ι
由也
hH(同由一凶由)

!9 
沼山

O印
印
何
回
骨
肉
開
問
Hdz-m戸市岡
iω
ロ
O件。
H
H
U
e
R
n
H
M
且
由
由
・

ハロ
V

た
と
え
ば
、

E
H
O
〈印
E
W
E同
ι
5
0・
2
?
の
0
1
2
8
S
Z由
。
払
コ
?
コ

9
5白司
!
g
w

〈巴合口件。ぐ
-goqMW
刃
包
百
品
。
0・
(HCHC)
同
町
∞
の
色

AHHNhH∞
色
也

HHH
司
-
u
m
-
R
Eロ
ωぐ
開
自
件
。
ロ

B
E
E
S
-
S‘
3
0‘

5
2・
2
唱
の
出
目
。
百
戸
円
、
白
印
〉
認
。
-
2
3
の
DH℃・

(
5
0
)
N
H
H
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F
H
E
M
-
M
G
r
M泊
四
・
司

-pc目
ぐ

害

患

o
四
円
。
ω
の
o
E
P
(岡
田
信
)
日
仏
の

ω
F
b
S
N品
g
o
-
S
H
-
叶印

出

U'Mι
四一凶
hr
印
回
、
低
MA町
-
L
o
Fロ

g口
戸
田
町
m凶)NAH吋
の
払

k
f向

UH)
日
ι
目

ω
h
r
m
ω
司
自
問
。
色
白
河
司
可
吋
h
H
W
3
0】ιω
ぐ

見
出

σ山
、
{
阿
国
自
由
)
]
戸
の
色

K
M官
官

'ω
品
ω
O∞
-
臼

Hω
・∞

H
の
印
】
男
同
)
可
・
由
叶
「

(
円

u
v

の
0
0宵
ぐ
の
Hm晶
、
印
町

dua聞
出
国

H
N
H
N
の
。

{H
∞∞
M)
由
(
)
の
色
白
ohF
由
(
〕
白
川
切
O口
ι
ぐ
己
ロ
悼
の
己

HN色
町
oωιω

(H由
HH)
戸
田
由
。
mLaM寸
(
Y
M∞
d
-
H
H
印同
y
ω
由
mY
の
は
O
詳
ぐ
の
日
出
ず
ば
出

(HCA出
}
一
戸
由
品
。
色
'
b沼
Vluι
四、可、可・四、双山

四

!3・
H
m
の
巴
何
回
〕
町

M
M∞
な
ど
。

リカにおける非法律婚の保護

(
悶
)
】
印
吋
の

mb-
同
日
)
可
・
∞
叩
印
・
∞
由
寸
∞
司
∞
-

(
M
)
E
ω
由
也
印
吋
(
)

〈
時
》
小
稿
中
に
は
引
用
し
て
い
な
い
が
、
判
決
が
引
用
し
て
い
る
ロ
邑
O
ロ
戸

Z
m
m事
件
が
提
示
し
た
基
準

で
あ
る
。
後
述
注
(
幻
)
参
照
。

ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
損
害
賠
償

一
九
九
三
年
四
月
二
五
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
ゲ
イ
@
レ
ズ
の
百
万
人
デ
モ
(
集
会
と
行
進
〕

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
少
し
前
の
一
九
九
三
年
三
月
一
日
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
同
性

カ
ッ
プ
ル
を
仏
D
H
H
H
B
は
口
匂
町
民
辻
村
同
と
し
て
登
録
を
開
始
し
て
い
る
。

一
九
九
二
年
に
は
ウ
ィ
ス

アメ

コ
ン
シ
ン
州
に
お
い
て
ゲ
イ
権
法
(
ゲ
イ
に
も
公
民
権
を
認
め
、
雇
用
、
住
宅
、
公
共
施
設
、
そ

の
他
の
サ
ー
ビ
ス
等
に
お
い
て
差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
法
)
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
ゲ
イ
・
レ
ズ
が
現
実
の
社
会
に
数
多
く
存
在
し
て
い
る
事
実
、
さ
ら
に
ゲ

イ
e

レ
ズ
の
生
活
に
つ
い
て
具
体
的
な
対
応
策
を
打
ち
立
て
ら
れ
て
き
て
い
る
ア
メ
リ
カ
社
会
に

お
い
て
も
、
法
が
か
れ
ら
の
生
き
方
の
多
様
性
を
正
面
か
ら
認
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

近
時
、
わ
が
国
に
お
い
て
ゲ
イ
・
レ
ズ
の
法
的
保
護
に
つ
い
て
「
自
己
決
定
権
」
を
根
拠
に
肯

(
口
)

定
的
な
立
場
を
採
っ
て
い
る
論
文
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
二
宮
論
文
が
あ
る
。
二
宮
論
文
に
よ
れ

ば
、
「
特
に
、
同
性
の
場
合
は
、
た
と
え
一
対
の
共
同
生
活
が
あ
っ
て
も
『
内
縁
』
と
し
て
の
保
護

さ
え
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
不
利
益
覚
悟
の
自
由
で
は
真
に
自
由
な
生

き
方
の
選
択
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
し
、
今
後
の
ゲ
イ
・
レ
ズ
の
法
的
保
護
の
可
能
性
を
肯
定

(
日
)

的
に
解
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
近
時
、
公
共
施
設
に
お
い
て
ゲ
イ
の
団
体

(
凶
)

に
対
し
て
差
別
的
取
扱
い
を
し
た
こ
と
に
関
す
る
訴
訟
が
生
じ
て
い
る
。
本
稿
は
、
す
で
に
多
く

の
問
題
が
生
じ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
ゲ
イ
・
レ
ズ
の
法
的
保
護
の
現
状
を
認
識
し
、

そ
し
て
今
後
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
素
材
と
し
て
不
法
行
為
に
対

(
問
)

す
る
損
害
賠
償
請
求
権
特
に
精
神
的
損
害
に
関
す
る
判
決
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

な
ぜ
な
ら
、
精
神
的
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
範
囲
が
今
の
ゲ
イ
・
レ
ズ
の
法

的
地
位
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
素
朴
な
推
測
が
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
ホ

モ
・
セ
ク
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
の
不
法
行
為
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

。
0
0
ロ
A
H
-
P
H
D
m『
H
U
F
N
ω

吋
の
色
・
河
℃
可
∞
吋
ω
{
H
C
∞吋)

一
九
八
四
年
九
月
二
=
一
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
に
お
い
て
、
上
訴
人

〔
事
実
の
概
要
〕

(
原
告

)
g
qの
8
ロ
と
男
友
達
切
ヨ
ロ
は
被
上
訴
人
(
被
告
)
F
H
O
R
Z
運
転
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
市
営
パ
ス
に
一
緒
に
乗
車
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
被
上
訴
人
(
被
告

)
L
2
4
Vは、

5 ー

明
日
ロ
の
乗
車
は
認
め
た
も
の
の
、
上
訴
人
(
原
告
)
の
白
吋
の
0
0
ロ
の
身
な
り
と
話
し
方
を
聞
い

て
、
上
訴
人
(
原
告
)
O
巾
司
の
0
0
ロ
の
乗
車
を
拒
絶
し
た
。
そ
の
際
、
被
上
訴
人
(
被
告
)
仏
D
目
立
凶

は、

H
W
H
d
ロ
を
大
声
で
罵
倒
し
、

H
W
H
4
E
の
顔
面
に
殴
る
・
蹴
る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
た
。
と
こ
ろ

で
、
上
訴
人
(
原

K
5
2
4の
8
ロ
は
、
円
ヨ
ロ
と
一
年
間
の
向
棲
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
緊
密

で
安
定
し
た
独
占
排
他
的
な
生
活
共
同
者
(
日
ロ
古
ω当
日
ロ
片
岡
U

伊
丹
口
角
巴
と
し
て
の
感
情
的
に
意

味
深
い

Z

E

O
位
。
ロ
色
々
自
民
自
防
口
同
区
)
関
係
に
あ
っ
た
。

(
原
告
)
C
2
M刊
の
D
D
ロ
は
、
被
上
訴
人
(
被
告
)

F
H
O
田町
1

H
の
肘

2
5
に
対
す
る
侵
害
を
目
撃
し
た
こ
と
に
よ
り
著
し
い
精
神
的
心
情
的
な
損
害

(
目
立
色

B仏
巾
自
o
c
oロ
包
門
出
血
可
内
回
目
)
を
被
っ
た
と
し
て
、
提
訴
し
た
。
訴
状
に
よ
れ
ば
、
①

み
ぎ
の
よ
う
な
関
係
を
前
提
に
上
訴
人

被
上
訴
人
(
被
告
)
ら

2
4
F
の
故
意
に
よ
り
生
じ
た
精
神
的
苦
痛
Z
E
O
C
O
B
-
島
田
町

2
印
)
に

被
上
訴
人
(
被
告
)
F
F
S
1
H
の
過
失
に
よ
り
生
じ
た
精
神
的
苦
痛
(
O
B
O位。
E

H

ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
(
日
怪

mgn己
、
④

よ
る
損
害
、
②

島
ω昨
日
田
)
に
よ
る
損
害
、
③

。
守
口
の
D

門凶
σω
何口町口口



E-J可
に
基
づ
く
原
告
の
市
民
権
に
対
す
る
侵
害
行
為
、
に
つ
い
て
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

被
告
で
あ
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
と
臼

S
4
Fは
原
告
。
四
司
の

gロ
の
主
張
し
て
い
る
み
ぎ

の
申
立
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
た
。
原
審
は
、
被
告
の
訴
答
不
十
分
の
抗
弁
を
認
め
、
原
告

平成 7年， Vo1.30-A， Mar. 1995 

。
巾
同
可
。
。
。
ロ
の
請
求
は
理
由
不
十
分
と
し
て
却
下
さ
れ
た
。
そ
こ
で
原
告
の
四
司
の
0
0
ロ
は
、

。
。
口
比
O
同
hpE】

gHに
上
訴
し
た
。

上
訴
棄
却
。
そ
の
理
由
は
、
①

上
訴
人
(
原
告
)
。
o
q
の
0
0
ロ
は
不
法
行
為
に

よ
っ
て
精
神
的
苦
痛
(
巾
S
o
t
oロ
色
告
白
骨

g
印
)
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る

者
か
否
か
と
い
う
点
、
②

〔
判
旨
〕

人
間
同
の
活
動
に
対
し
不
当
な
制
限
が
課
せ
ら
れ
な
い
よ
う
に
損
害
賠

償
請
求
権
の
範
囲
を
明
確
に
確
立
す
る
こ
と
、
③
伝
統
的
な
婚
姻
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
国

家
的
利
益
に
結
び
付
く
と
い
う
立
場
、
と
い
う
三
つ
の
観
点
を
本
件
事
案
に
照
ら
し
て
み
る
と
、

本
件
の
よ
う
な
親
密
な
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
の
関
係
は
、
過
失
に
よ
っ
て
精
神
的
な
侵
害
を
被
っ
た

場
合
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
範
囲
の
基
準
、
す
な
わ
ち
、

d
H
O
R
R
E
C
o口
帥
庄
司
『
の
範
囲
に
は

(
幻
)

含
ま
れ
な
い
、
と
判
示
し
た
。

愛知工業大学研究報告，第30号A，

何回門凶巾ロぐ・

m
F巴門同
o
p
M
w
m
O
の
白
ド
児
匂
町
--MmAVZω
∞∞}

〔
事
実
の
概
要
〕
一
九
八
二
年
一
二
月
、
ロ
ロ
仏
同
一
円
σ臼
E
M
m
と
同
棲
関
係
(
法
律
上
の
婚
姻
を

結
ん
で
い
な
い
者
)
に
あ
っ
た
上
訴
人
(
原
告
)
回
骨
ロ
は
、
ロ
ロ
島
田
一
円
宮
阿
国
ロ
ぬ
の
運
転
す
る
自

動
車
に
同
乗
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
被
上
訴
人
(
被
告

)ω
町
一
色
品
。
ロ
の
運
転
の
過
失
に
よ
っ
て
発
生

し
た
自
動
車
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
そ
の
事
故
に
よ
っ
て
ロ
ロ
弘
印
刷
げ
日
目
ロ
は
自
動
車
か
ら
外

へ
投
げ
出
さ
れ
、
数
時
間
後
に
死
亡
し
た
。
上
訴
人
(
原
告
)
巴
品
目
ロ
は
、
被
上
訴
人
(
被
告
)

ω宮
庄
内
ロ
に
対
し
て
、
①
上
訴
人
(
原
告
)
国
骨
ロ
自
身
の
負
傷
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
、
②

た上
こ訴
と人

5露
る 官

需己
的~

高主
話事
すム

の
る咽配

喜偶
者

賠
償p..'
請 Z
求胃、g-
③ m 

配定

哩巴

雇自

主事
失 C

死

22 
.....撃

EL し

ロO
B
O
益
回
目
)
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
、
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
被
上
訴
人
(
被
告
)

m
F己
島
四
回
は
、
事
故
当
時
上
訴
人
(
原
告
)
田
島
内
ロ
と
ロ
ロ
仏
間
切
ゲ
向
島
ロ
ぬ
は
法
律
上
の
婚
姻
関

係
を
締
結
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
者
は
過
失
に
よ
る
精
神
的
侵
害
に
よ
っ
て
配

66 

偶
者
権
を
喪
失
し
た
と
は
い
え
な
い
、
と
し
て
よ
訴
人
(
原
告
)
回
門
町
ロ
の
請
求
に
異
議
を
申
し

立
て
た
。
原
審
は
、
こ
の
異
議
を
承
認
し
、
訴
を
却
下
し
た
。
そ
こ
で
、
上
訴
人
(
原
告
〉
巴
仏
刊
ロ

が
上
訴
し
た
。

事
故
当
時
、

E
ロ
仏
印
刷
ぴ
向
島
HMmと
上
訴
人
(
原

告
)
巴
仏
向
一
ロ
は
夫
婦
と
同
視
し
う
る
関
係
に
あ
っ
た
と
し
て
、
過
失
に
よ
る
精
神
的
侵
害
に
対
す

〔
判
旨

上
訴
棄
却
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
①

夫
婦
と
同
視
し
う
る
緊
密
な
関
係
に
基
づ
く
配
偶
者
権
の

喪
失
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
案
で
は
、
そ
の
回
復
請
求
権
を
持
ち
得
な
い
と
し
て
、
上
訴
を
棄

(
幻
)

却
し
た
。

る
回
復
請
求
権
は
持
ち
得
な
い
。
②

四
同
性
愛
者
の
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
認
容
判
決
は
現
在
ま
で
見

〈

m)

当
た
ら
な
い
。
そ
の
理
由
に
は
、
①

(
ア
メ
リ
カ
)
社
会
は
(
法
律
上
の
)
婚
姻
制
度
に
よ
っ
て

確
保
さ
れ
て
い
る
安
定
性
と
結
合
か
ら
利
益
を
得
て
お
り
、
②

立
法
者
は
、
婚
姻
の
挙
式
規
定

を
置
き
、
国
家
が
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る

(
Q
4・
の
白
色
p
m
2・2
0
?

串

ω
。
g。
そ
し
て
、
③
そ
の
法
規
の
中
に
配
偶
者
の
権
利
・
義
務
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
る

(
M
)
 

(
Q
4・
8
仏0
・
8
口
・
日
。
。

12ω
∞
)
こ
と
も
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
非
法
律
婚
を
採
用
し
た
カ
ッ
プ
ル
に
も
法
律
婚
と
同
様
、
も
し
く
は
そ
れ
と
類
似

(

ぉ

〉

し
た
法
的
保
護
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
在
、
社
会
そ
の
も
の
が

6 -

非
法
律
婚
を
無
視
し
え
な
い
ほ
ど
の
状
況
に
い
ま
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
こ
と

(

間

四

)

を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

《
ロ
》
二
宮
・
前
掲
注

(
2
)
二
五
八
頁
以
下
参
照
。

【

M
V

二
宮
・
前
掲
注
(
2
)

二
七
三
頁
。
そ
の
他
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ゲ
イ
の
法
的
保
護
を
扱
っ
た
論
文
に

つ
い
て
は
、
山
田
卓
生
『
私
事
と
自
己
決
定
』
(
一
九
八
七
年
、
日
本
評
論
社
)
、
石
川
稔
「
新
家
族
事
情
同
性

愛
者
の
婚
姻
〔
そ
の
1
〕・〔その
2
〕
法
セ
三
五
五
号
九
0
1九
五
頁
、
三
五
六
号
五
六
頁
1
六
一
頁
(
一
九
八
四

年
)
参
照
。

{
凶
》
法
セ
四
七
二
号
工
二
頁
参
照
。
い
わ
ゆ
る
こ
の
「
青
年
の
家
」
事
件
は
被
告
東
京
都
側
に
損
害
賠
償
支



65 リ カ に お ける非法律婚の保護アメ

払
の
判
決
が
出
さ
れ
た
こ
九
九
四
年
三
月
二
八
日
東
京
地
裁
判
決
)
。

(
却
〉
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
不
法
行
為
法
に
つ
い
て
は
、
塚
本
重
頼
『
英
米
民
事
法
研
究
』
(
一
九
八
七
年
、
中

央
大
学
出
版
部
)
、
木
下
毅
『
ア
メ
リ
カ
私
法
』
(
一
九
八
八
年
、
有
斐
閣
)
参
照
。

(
幻
〉
こ
の
己
。
ω
O
B
E位。ロ
ω
区間
V

の
基
準
は
ロ
日
o
ロ
戸
「
鼻
血
事
件

(
5
2・
白
血
の
包
・
ω仏
由
日
∞
切
由
也

。
巴
同
日
比
H
S
-
t
H
同
)-E
∞
む
し
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
基
準
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
よ
れ
ば
、
原
告
が
精
神

的
な
侵
害
を
回
復
す
る
こ
と
が
正
当
で
あ
る
の
げ
開
B
E
t
o
口
ω宮
切
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
証
明
す
る
内
容
と
は
、
原
告
と
被
害
者
と
の
関
係
が
合
理
的
で
長
期
に
渡
り
経
済
的
に
相
互
依
存
し
て
い
た
こ
と

を
具
体
的
に
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
被
告
に
無
制
限
な
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
を
で
き
る
か
ぎ
り

回
避
す
る
、
と
い
う
不
法
行
為
の
基
本
理
念
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
(
国
』

Hq〉
出
口
「
〉
巧

E
W
4肘君。
ω五
uE

ニ(
Y
H
H
H
〉。

(nv
こ
の
判
決
が
出
さ
れ
た
後
も
、
社
会
で
は
あ
る
一
定
の
形
式
を
要
求
す
る
法
律
婚
を
あ
唱
え
て
採
ら
な
い

カ
ッ
プ
ル
が
急
増
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
カ
ッ
プ
ル
は
、
法
律
婚
を
採
用
し
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
と
同
様
に
、

精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
回
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
今
後
は
、
そ
の
「
結
び
つ
き
」
の
内
容
を
厳
格
に
考
慮
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
被
告
に
対
す
る
責
任
の
範
囲
を
明
確
に
確
定
す
る
だ
け
で
な

く
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
関
係
の
正
当
な
範
囲
も
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
判
決
に
対
し
て

は
、
①
同
性
愛
者
、
同
棲
者
を
失
っ
た
悲
し
み
、
苦
し
み
は
法
律
婚
を
採
用
し
た
者
よ
り
も
決
し
て
少
な
い
と
は

い
え
な
い
、
②
精
神
的
な
侵
害
は
た
ん
に
配
偶
者
を
失
っ
た
場
合
に
の
み
感
ず
る
も
の
で
は
な
い
、
と
し
て
今
後

の
ホ
モ
・
セ
ク
シ
ャ
ル
関
係
に
あ
る
者
の
法
的
保
護
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
(
国
昆
三
回
目
「
這
百
三
号
、

ω己
百
円

m
-
H
N
)
。

(お〉

E
Z
O
己
ゲ
ホ
モ
・
セ
ク
シ
ャ
ル
関
係
は
過
失
に
よ
る
精
神
的
侵
害
の
回
復
請
求
権
を
有
す
る
緊
密

な
関
係
(
己
O
R
宮
町
民
oロ
ω宮
市
)
に
含
ま
れ
な
い
(
前
掲
円
。
。
ロ
〈
同
O
ω
o
u
E
事
件
)
と
い
う
立
場
を
判
例
法
理

が
採
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

〈
刷
出
)
の
拝
。
釦
m
w
M
m
D
n
m
H
出
。
-v
可
-
M
m
p
u
由
u
-

〈お
)

Z
耳
目
ω
ロヨ
ω
C
H
ν
E
-
印
恥
悼
の
巳
・
臼
ハ
凶
即
時
ガ

-
H
h
p
H
U
N
E
-
-
H
N
H
)可

5m-白
白

印

司

日

己

申

CAH(岳
ω
O
M
U
ロ
O同

出
吋
O
ロω
ω
ω
H
F
F
H
)

〈

明

岬

}

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
事
実
婚
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
棚
村
政
行
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
婚
姻
外
同
棲
関

係
解
消
の
際
の
財
産
関
係
の
清
算
」
青
山
法
学
論
集
大
二
九
巻
第
三
、
四
号
併
合
二
二
三
頁
以
下
参
照
。
早
川
武
夫
・

続
・
ア
メ
リ
カ
法
の
最
前
線
(
一
九
九
三
年
、
日
本
評
論
社
)
二
六
頁
i
四
一
頁
に
よ
れ
ば
、
現
在
ゲ
イ
は
約
二
五

0
0万
人
い
る
と
い
わ
れ
、
政
治
家
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
票
田
で
あ
り
、
資
力
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
(
二

七
頁
)
。

四

む
す
び
に
か
え
て

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
非
法
律
婚
の
保
護
に
関
す
る
現
状
を
み
さ
で
紹
介
し
た
。
そ
の
こ
と

か
ら
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
導
か
れ
よ
う
。

ま
ず
、
第
一
に
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
慰
謝
料
請
求
権
の
有
無
に
つ
い
て
は
そ
の
基
準
を

d
H
D
2
5
F
C
Dロ
ω
z
q
(親
密
な
関
係
)
に
求
め
る
。
非
法
律
婚
関
係
|
本
稿
で
は
同
棲
関

係
・
向
性
愛
関
係
に
あ
る
も
の
ー
に
あ
る
も
の
で
も
、
そ
の
「
関
係
」
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
不

7 

法
行
為
に
基
づ
く
慰
謝
料
請
求
権
を
認
め
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
で
は
非
法
律
婚
の
関

係
に
あ
る
も
の
の
精
神
的
e

経
済
的
相
互
依
存
の
度
合
な
ど
、
ケ
ー
ス
・
パ
イ
・
ケ
!
ス
で
そ
れ

ら
の
「
関
係
」
が
=
己

O
R
R
F位
。
ロ

ωEM--
に
当
た
る
か
否
か
を
決
定
し
て
い
る
。
だ
が
、
認
容

さ
れ
る
ケ

1
ス
は
き
わ
め
て
希
有
で
あ
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。

第
二
に
、
同
性
愛
者
の
人
口
比
率
の
高
い
ア
メ
リ
カ
社
会
で
も
、
同
性
愛
婚
が
法
的
保
護
を
受

け
る
対
象
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
議
論
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
慰

謝
料
請
求
を
申
し
立
て
る
場
合
、
請
求
権
を
持
た
な
い
も
の
の
訴
で
あ
る
と
し
て
、
門
前
払
い
を

受
け
る
こ
と
に
も
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
時
の
判
例
を
み
て
み
る
と
、
同
性
愛
者
か
ら
の
慰

謝
料
請
求
の
訴
訟
が
な
さ
れ
た
場
合
で
も
、
一
一
円
古
田
内
円
四
四
回
世
O
ロ
田
区
一
句
コ
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
た

上
で
、
「
本
件
事
案
は
コ
ロ

H
O
R
B
-同
C
C
ロ
田
町
弘
司
一
一
の
範
囲
で
は
な
い
」
と
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
今
後
の
同
性
愛
者
の
法
的
保
護
の
可
能
性
を
ま
っ
た
く
否
定
し
き
っ
て
い
る
も
の
で
も
な



わ
が
国
の
不
法
行
為
に
お
い
て
は
、
生
命
侵
害
に
対
す
る
慰
謝
料
請
求
は
、
民
法
七
一

条
に
よ
り
、
近
親
者
固
有
の
慰
謝
料
請
求
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
一
般
的
で

(
幻
)

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
被
害
者
の
父
母
、
配
偶
者
、
お
よ
び
子
を
あ
げ
て
い
る
が
、
近
親
者
の
固

有
の
慰
謝
料
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
者
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
議
論
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ

Mar. 1995 

る
。
か
つ
て
は
、
慰
謝
料
請
求
権
者
の
範
囲
の
拡
大
を
制
限
す
る
た
め
に
、
七
一
一
条
所
定
の
者

だ
け
に
慰
謝
料
請
求
権
を
認
め
て
い
た
。
近
時
、
重
婚
的
内
縁
関
係
に
あ
る
者
の
慰
謝
料
請
求
権

〈
お
)

を
認
め
た
判
決
が
登
場
す
る
な
ど
、
七
一
一
条
所
定
の
者
以
外
に
も
慰
謝
料
請
求
権
を
認
め
る
判

(
却
)
(
初
)

例
、
学
説
が
登
場
し
て
き
で
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
日
本
に
お
け
る
婚
姻
観
の
変
遷
と
同
じ
社
会

平成 7年， VoI. 30~A ， 

経
済
的
現
象
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

本
稿
で
は
、
紙
枚
に
限
り
が
あ
り
多
く
の
判
例
を
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

非
法
律
婚
に
あ
る
も
の
に
対
し
慰
謝
料
請
求
権
を
認
め
な
い
と
い
う
姿
勢
は
、
キ
リ
ス
ト
教
婚
姻

観
が
な
お
ア
メ
リ
カ
社
会
に
根
強
く
現
存
し
て
い
る
と
い
う
証
で
も
あ
ろ
う
。
今
後
の
検
討
課
題

8 

愛知工業大学研究報告，第30号A，

と
し
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

J
Z
8
3
H
E
Z
E
E
-
=
の
今
後
の
変
遷
を
見
つ

め
て
行
き
た
い
。

(
釘
〉
こ
の
点
に
関
し
て
、
山
本
進
一
『
注
釈
民
法
(
一
九
)
債
権
(
一

O
)』
二
一
二
頁
以
下
(
有
斐
閣
・

一
九
六
五
年
)

(mv
一
一
宮
・
前
出
注

(
2
)
四
九
頁
以
下
、
小
島
二
郎
・
田
中
淳
子
「
重
婚
的
内
縁
の
保
護
に
関
す
る
一
考

察
交
通
事
故
に
お
け
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て
(
上

γ
(下
)
」
愛
知
工
業
大
学
研
究
報
告
二
八
号
、
二
九
号
。

(
鈎
)
重
婚
的
内
縁
以
外
の
者
と
し
て
は
、
死
亡
し
た
夫
の
妹
の
場
合
(
最
判
昭
和
田
九
年
二
一
月
一
七
日
民
集

二
八
巻
一

O
号
二

O
四
O
頁
)
、
孫
の
死
亡
に
対
す
る
祖
母
の
場
合
(
昭
和
四
二
年
五
月
二
六
日
判
時
四
六
八
号
六

四
頁
)
等
。

(
開
制
)
山
本
・
前
出
注
(
同
吋
)
参
照
。

(
受
理

平
成
七
年
三
月
二
十
日
)

64 




